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 要  旨 
【導入】鎖状分子１つで磁石としての性能を示
す単鎖磁石と呼ばれる物質がある。なかでも



















直方向に磁化されやすかった。さらに、CnbPNN（n=1, 2, 8, 12）を用いた Co 錯体では鎖間距離
の短いとき（n=1, 2）、CnbPNN は Co と 1:2 で配位する。また、CnbPNN は Dy と 1:1 で配位す
ることから、イオンの識別に用いることができる。一方、鎖間距離が十分長いとき（n=8, 12）、
鎖状錯体となっていることが磁気測定からわかった。鎖間が離れる n=8 の方が n=12 に比べて、
保磁力が強くなった。鎖間が近いほど保磁力が強くなることがわかった。 
(1) N. Ishii et al., J. Am. Chem. Soc., 130, 24 (2008). 









図 2. CnbPNN の構造 
